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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・北村　イウ子様～解熱しており抗生剤点滴10日継続していることから、船場Dr.へ経過を報告し明日からは抗生剤は終了し、点滴１日２本キープにて指示頂く。
・河津　繁吉様～妻様との面談にて、1/15（金）　10：00自宅退院予定となる。初外来については、妻様のシフトが決まり次第確認との事。青陽館利用予定。

・長瀬　伸也様～1/17（日）　ハロマンス(100)1A筋注施行後、退院予定。初外来は1/30（土）　11：00。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。自室・ホールを往復している。来詰時にはまとまりの無い発言あるが、傾聴にて不穏・興奮は無い。洗面所での飲水あり、注意・介入するが、止める事出来ずにいる。日勤帯で決められた量の2/3以上飲水している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施中。開放してすぐに他室侵入・他者の私物弄り見られ、他者から苦情あり、時間早めて開放観察終了している。室内では脱衣行為見られている。奇声・自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15～16時の時間開放実施中。朝食数口・昼食不食。服薬拒否無し。私物整理と臥床を繰り返す。訴えの頻回さは無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・荒屋　拓行様～終日隔離中。食事は各食全量摂取。服薬拒否無し。日課以外は自室にて臥床し過ごす。処遇への不満を話す事はあるが、不穏・興奮は無い。対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・山地　広人様～身体拘束中。体幹・上肢一時拘束解除しセッティング・見守りにて各食自力で全量摂取。服薬拒否無し。再拘束も拒否無く応じる。幻聴・妄想に関連した言動や不穏・興奮は無く、対面時も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・沢山　等様～朝食のさつま揚げを詰まらせ呼吸停止・意識消失あり。さつま揚げ取り出し、呼吸回復。酸素飽和濃度98％、血圧195/119mmHg、脈拍89回/分。声掛けへの反応無し。上記当直医田名部Dr.へ報告。8～10分程意識消失していたが、Dr. 到着すると意識が回復している。声掛けへの反応も良好。本日発熱する可能性があるとして、注意し観察するよう指示あり。栄養スタッフと相談にて昼から全粥・キザミ食へ変更。昼食は誤嚥無く全量摂取。血圧175/72㎜Hgと高値続くが随伴症状や不調訴え無し。体温・脈拍も異常無し。室内で臥床し過ごされている。
・藪　真弓様～各食全量摂取。服薬拒否無し。10:15来詰され、本人より不穏時薬服用希望あり、レボトミン(25)1T内服。表情冴えなさあるが、自傷行為や危険行動は無く経過。
・塚田　洋子様～飲水時むせあり。内服見送っている。バイタル異常、酸素飽和度の低下なし。唸り声あげ、スタッフ追視している。点滴トラブルなく経過。
・北村　イウ子様～声掛けに「うん、うん」と返答あるが、覚醒状態悪く各食不食。内服見送っている。バイタル異常、酸素飽和度の低下なし。点滴トラブルなく経過。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～疼痛は無いが鎮痛剤は継続の希望あり。夜間も休めており、気分も安定し落ち着いている。定期処方変更無し。
・藤井　崇史様～「間食が多すぎるが、差し入れする父親に伝わらない」「周りの環境の人には馴染めないし、深くかかわると苛々する」と話している。最近は不穏時の頓服薬使用頻度は減っている。定期処方継続。
・河原木　泰志様～気分の変調はなく、血液検査の結果、目立った異常は無い。定期処方継続。
